
(57)【要約】

【課題】挿入部に通電をすることなく挿入部可撓管の可

撓性を任意に変化させて、大腸等のように曲がりくねっ

た管腔臓器や体腔内の深部等に容易に挿入することがで

きる可撓性内視鏡の挿入部を提供すること。

【解決手段】挿入部可撓管１１内の全長にわたる範囲又

は一部の範囲に、磁場の強さに対応して硬さが変化する

磁性流体１５を配置し、挿入部可撓管がおかれた環境の

磁場の強さが変化すると挿入部可撓管１１の可撓性が変

化するようにした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 挿 入 部 可 撓 管 内 の 全 長 に わ た る 範 囲 又 は 一 部 の 範 囲 に 、 磁 場 の 強 さ に 対 応 し て 硬 さ が 変
化 す る 磁 性 流 体 を 配 置 し 、 上 記 挿 入 部 可 撓 管 が お か れ た 環 境 の 磁 場 の 強 さ が 変 化 す る と 上
記 挿 入 部 可 撓 管 の 可 撓 性 が 変 化 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 可 撓 性 内 視 鏡 の 挿 入 部 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 磁 性 流 体 が 、 上 記 挿 入 部 可 撓 管 内 の 軸 線 周 り に 形 成 さ れ た 環 状 ス ペ ー ス 内 に 充 填 さ
れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 可 撓 性 内 視 鏡 の 挿 入 部 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 磁 性 流 体 が 、 上 記 挿 入 部 可 撓 管 内 に 軸 線 と 平 行 方 向 に 配 置 さ れ た 綱 状 体 に 染 み 込 ま
せ た 状 態 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 可 撓 性 内 視 鏡 の 挿 入 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 可 撓 性 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 を 大 腸 等 の よ う に 曲 が り く ね っ た 管 腔 臓 器 内 に 挿 入 す る 場 合 や 、 そ の 他 の 部 位 で
も 体 腔 内 の 深 部 に 挿 入 す る 場 合 に は 、 挿 入 の 状 況 に 応 じ て 挿 入 部 可 撓 管 の 可 撓 性 を 任 意 に
変 え る こ と が で き る よ う に す る と 挿 入 操 作 が 容 易 に な る こ と が よ く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の よ う な 機 能 を 有 す る 内 視 鏡 と し て 従 来 は 、 通 電 を す る こ と に よ り 硬 さ が 変 化 す る ゲ
ル 状 物 質 を 挿 入 部 可 撓 管 内 に 配 置 し て 、 挿 入 部 可 撓 管 の 可 撓 性 を 任 意 に 変 化 さ せ る こ と が
で き る よ う に し た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。 ま た 、 形 状 記 憶 合 金 の 特 性 を 利 用
し た も の 等 も あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 、 ３ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ７ ６ ９ ８ ６
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ６ ２ － ９ ７ ５ ２ ６
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ２ － ２ ５ ７ ９ ０ ７
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 従 来 の 発 明 に お い て は 、 挿 入 部 可 撓 管 内 に 配 置 さ れ た ゲ ル 状 部
材 に 通 電 す る 必 要 が あ り 、 形 状 記 憶 合 金 の 特 性 を 利 用 す る 特 許 文 献 ２ 、 ３ に 記 載 さ れ た 発
明 に お い て は 、 形 状 記 憶 合 金 を 加 熱 す る た め に 通 電 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 人 体 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 の 挿 入 部 全 体 に 通 電 を す る と い う こ と は 電 気 安 全 性
の 見 地 か ら 好 ま し い こ と で は な い の で 、 で き れ ば 挿 入 部 に 通 電 さ れ な い 構 成 を と る こ と が
望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 挿 入 部 に 通 電 を す る こ と な く 挿 入 部 可 撓 管 の 可 撓 性 を 任 意 に 変 化 さ せ
て 、 大 腸 等 の よ う に 曲 が り く ね っ た 管 腔 臓 器 や 体 腔 内 の 深 部 等 に 容 易 に 挿 入 す る こ と が で
き る 可 撓 性 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 可 撓 性 内 視 鏡 の 挿 入 部 は 、 挿 入 部 可 撓 管 内 の 全 長
に わ た る 範 囲 又 は 一 部 の 範 囲 に 、 磁 場 の 強 さ に 対 応 し て 硬 さ が 変 化 す る 磁 性 流 体 を 配 置 し
、 挿 入 部 可 撓 管 が お か れ た 環 境 の 磁 場 の 強 さ が 変 化 す る と 挿 入 部 可 撓 管 の 可 撓 性 が 変 化 す
る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 磁 性 流 体 が 、 挿 入 部 可 撓 管 内 の 軸 線 周 り に 形 成 さ れ た 環 状 ス ペ ー ス 内 に 充 填 さ れ
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て い て も よ く 、 或 い は 、 挿 入 部 可 撓 管 内 に 軸 線 と 平 行 方 向 に 配 置 さ れ た 綱 状 体 に 染 み 込 ま
せ た 状 態 に 配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 挿 入 部 可 撓 管 内 の 全 長 に わ た る 範 囲 又 は 一 部 の 範 囲 に 、 磁 場 の 強 さ に
対 応 し て 硬 さ が 変 化 す る 磁 性 流 体 を 配 置 し た こ と に よ り 、 挿 入 部 に 通 電 を す る こ と な く 挿
入 部 可 撓 管 の 可 撓 性 を 任 意 に 変 化 さ せ て 、 大 腸 等 の よ う に 曲 が り く ね っ た 管 腔 臓 器 や 体 腔
内 の 深 部 に 容 易 に 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 挿 入 部 可 撓 管 内 の 全 長 に わ た る 範 囲 又 は 一 部 の 範 囲 に 、 磁 場 の 強 さ に 対 応 し て 硬 さ が 変
化 す る 磁 性 流 体 を 配 置 し 、 挿 入 部 可 撓 管 が お か れ た 環 境 の 磁 場 の 強 さ が 変 化 す る と 挿 入 部
可 撓 管 の 可 撓 性 が 変 化 す る よ う に す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ２ は 内 視 鏡 １ ０ の 外 観 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 可 撓 管 １ １ の
先 端 に は 、 挿 入 部 可 撓 管 １ １ の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 １ ４ か ら の 遠 隔 操 作 に よ り 任 意 の
方 向 に 任 意 の 角 度 だ け 屈 曲 さ せ る こ と が で き る 湾 曲 部 １ ２ が 連 結 さ れ 、 観 察 窓 や 照 明 窓 等
が 配 置 さ れ た 先 端 部 本 体 １ ３ が 湾 曲 部 １ ２ の 先 端 に 連 結 さ れ て い る 。 そ し て 挿 入 部 可 撓 管
１ １ 内 の 中 間 部 分 に は 、 磁 場 の 強 さ に 対 応 し て 硬 さ が 変 化 す る 磁 性 流 体 １ ５ が 配 置 さ れ て
い る 。 磁 性 流 体 １ ５ と し て 具 体 的 に は 、 例 え ば シ グ マ ハ イ ケ ミ カ ル 社 の 商 品 Ｅ － ６ ０ ０ や
Ｌ ｏ ａ ｄ 社 の 商 品 Ｍ Ｒ Ｆ － １ ５ ０ 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 挿 入 部 可 撓 管 １ １ 内 に お け る 磁 性 流 体 １ ５ の 配 置 状 態 の 一 例 を 示 し て い る 。
　 挿 入 部 可 撓 管 １ １ は 、 金 属 帯 材 を 一 定 の 径 で 螺 旋 状 に 巻 い て 形 成 さ れ た 螺 旋 管 １ ６ の 外
面 に 、 金 属 細 線 材 を 編 組 し て 形 成 さ れ た 網 状 管 １ ７ を 被 覆 し 、 最 外 面 に 可 撓 性 外 皮 １ ８ を
被 覆 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 １ ９ は 、 挿 入 部 可 撓 管 １ １ に 軸 線 周 り に 環 状 に 密 封 配 置 さ れ た 袋 状 部 材 で あ り 、 そ の 前
後 両 端 部 分 は 固 着 環 ２ ０ を 介 し て 螺 旋 管 １ ６ の 内 周 部 に 固 定 さ れ 、 袋 状 部 材 １ ９ の 内 部 に
形 成 さ れ た 環 状 ス ペ ー ス に 磁 性 流 体 １ ５ が 充 填 さ れ て い る 。 ２ １ は 、 光 学 繊 維 束 そ の 他 の
い わ ゆ る 内 蔵 物 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 磁 性 流 体 １ ５ は 、 お か れ た 環 境 の 磁 界 の 強 さ が 大 き く な る に し た が っ て 分 子 が 整 列 状 態
に な る こ と に よ り 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 降 伏 応 力 （ 粘 度 ） が 増 大 し 、 そ の 結 果 と し て 硬
さ が 大 き く な る 特 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し た が っ て 、 挿 入 部 可 撓 管 １ １ が 強 い 磁 場 内 に 置 か れ る と 、 磁 性 流 体 １ ５ の 部 分 が 硬 く
な っ て 、 挿 入 部 可 撓 管 １ １ の 可 撓 性 が そ の 部 分 だ け 低 下 し 、 磁 場 を 弱 く す る と 磁 性 流 体 １
５ の 部 分 の 硬 さ が 低 下 し て 、 そ の 部 分 の 挿 入 部 可 撓 管 １ １ の 可 撓 性 が 増 大 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ こ で 、 内 視 鏡 検 査 を 行 う 場 合 に は 、 図 ４ に 略 示 さ れ る よ う に 、 人 体 １ ０ ０ の 外 部 に 例
え ば 大 き な 電 磁 石 状 の 磁 場 形 成 装 置 ５ ０ を 配 置 し て 、 そ の 駆 動 回 路 ５ １ で 電 流 制 御 を 行 う
こ と に よ り 、 人 体 １ ０ ０ 内 に 挿 入 さ れ た 挿 入 部 可 撓 管 １ １ に 及 ぼ す 磁 場 の 強 さ を 適 宜 調 整
し て 、 挿 入 部 可 撓 管 １ １ の （ 磁 性 流 体 １ ５ が 配 置 さ れ て い る 部 分 の ） 可 撓 性 を 任 意 に 変 化
さ せ 、 大 腸 等 の よ う に 曲 が り く ね っ た 管 腔 臓 器 や 体 腔 内 の 深 部 に 容 易 に 挿 入 す る こ と が で
き る 。 ３ ０ と ３ １ は 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ と テ レ ビ モ ニ タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 さ れ る
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よ う に 、 磁 性 流 体 １ ５ を 挿 入 部 可 撓 管 １ １ の 全 長 に わ た る 範 囲 に 配 置 し て も よ く 、 或 い は
、 挿 入 部 可 撓 管 １ １ の 複 数 箇 所 に 分 け て 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 磁 性 流 体 を 染 み 込 ま せ た 撚 り 線 ワ イ ヤ ２ ５ （ 綱 状 体 ） を
挿 入 部 可 撓 管 １ １ 内 に 軸 線 と 平 行 方 向 に 配 置 し て も よ い 。 ２ ６ は 、 撚 り 線 ワ イ ヤ ２ ５ を 螺
旋 管 １ ６ の 内 周 面 に 固 定 す る 固 定 用 座 金 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 磁 性 流 体 を 染 み 込 ま せ た 撚 り 線 ワ イ ヤ ２ ５ を 用 い る 場 合 に は 、 図 ８ に 示 さ れ る
よ う に 、 複 数 の 撚 り 線 ワ イ ヤ ２ ５ を 長 手 方 向 に 部 分 的 に 重 複 す る よ う 位 置 を ず ら し て 配 置
す れ ば 、 挿 入 部 可 撓 管 １ １ の 可 撓 性 を 段 階 的 に 変 化 さ せ る こ と も 容 易 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 可 撓 性 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 用 い ら れ る 磁 性 流 体 の 特 性 を 示 す 線 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 使 用 状 態 を 示 す 略 示 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 の 可 撓 性 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 の 可 撓 性 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ １ 　 挿 入 部 可 撓 管
　 １ ５ 　 磁 性 流 体
　 １ ９ 　 袋 状 部 材
　 ２ ５ 　 撚 り 線 ワ イ ヤ （ 綱 状 体 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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摘要(译)

解决的问题：在不给插入部分通电的情况下任意改变插入部分挠性管的
挠性，并容易地将其插入曲折的中空器官，例如大肠或体腔的深处。 提
供可使用的柔性内窥镜的插入部分。 解决方案：将硬度随磁场强度而变
化的磁性流体15布置在插入部分柔性管11的整个长度的范围内或部分范
围内，并放置插入部分柔性管。 当环境的磁场强度变化时，插入部柔性
管11的柔性变化。 [选型图]图1
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